
   イー・レンジャーのかわら版 （2023年 10月第89号） 
 

■ Google 検索で⽣成 AI（Google SGE）を体験しよう 
 

以前のかわら版「Google Bard（バード）：Google 製 ChatGPT（2023/6 号）」でご紹介しました
が、ChatGPT が登場する前までは、「AI と⾔えば GAFAM」のイメージが強くありました。 
特に Google が AI ブームで果たした役割はとても⼤きく、ChatGPT の登場に（慌てて）⾃社製⽣成
AI「Bard（バード）」を公開しました。 
あまり知られていないですが、Google も、以前よりかなり控えめに「⽣成 AI」の出⼒を検索結果画
⾯に表⽰してきました。Google で検索したときに右側に説明書きが出ることがありますよね。この
部分が AI によるものです。 
 

 
図１：Google 検索の AI（従来版） 

 
「かなり控えめ」なのは、Google の事業の柱が検索連動型広告であるためと⾔われています。「検
索結果の上位に表⽰するための広告料」という事業モデルは、ChatGPT のような「⼈間のようにス
ラスラ回答する」という形式にマッチしませんよね。 
とはいえ、Microsoft の「Bing 検索に ChatGPT を連動させる」戦略の対抗して、2023/8/30 より
試験的に「Google 検索に⽣成 AI（Bard）を連動させる」サービスを開始しました。Google SGE
（Search Generative Experience）というのがそれです。（下図） 

 
図２：Google SGE の画⾯ 

 
Google は創業以来、「世の中をあっと⾔わせるサービス」を次々と打ち出してきましたので、今回
のように他社の後⼿に回るのは珍しいです。Google VS. Microsoft の（新たな）闘いは始まったば
かり。要注⽬です。Google SGE は Google アカウントがあれば利⽤できますので、実際に試されて
はいかがでしょうか？？ 
 


